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学童保育について 

報告事項 

  平成 29年 10月から市内 10学童における学童保育所運営業務を市及び 

保護者会以外の第三者（民間事業者）への業務委託に移行 
 
 【対象学童】桜台・南山第１＆第２・池の上・白井第三第１＆第２ 

清水口・大山口第１＆２・七次台           計 10学童 

        ⇒白井第一のみ、保護者会運営の継続を希望 

         ただし、平成 32年度末までとし、その後の継続を希望する場合は 

         受託事業者として他の学童を含めて受託可能な組織であることが要件 

【概要】 

項目 詳細 備考 

主な業務 

の内容 

○職員の雇用や研修 

○職員の給与支払・労務管理 

○おやつ・昼食等の提供 

○消耗品・教材等の購入 

○行事の実施 ○保護者会との連携 

○苦情対応          等 

入所決定、保育料徴収、施設維持管理、

備品の購入等の業務は市が実施する 

委託期間 平成 29 年 10 月～平成 33 年 3 月  

事業者数 

２事業者 
 
※委託希望の学童を２つのエリアに 
分けて、別々の事業者へ委託 

スケールメリットや一定水準の質の

確保、撤退リスク等を考慮 

エリア設定 
Ａ 桜台・南山・池の上・白井第三 総定員数：289名 

Ｂ 清水口・大山口・七次台 総定員数：343名 

職員配置 
①各エリアに事務職員の配置 

②現職員の継続雇用（地域雇用） 

①保護者が無償で行っていた業務に

従事する職員の配置 

②児童の保育環境の激変緩和を考慮 

  
 

１．学童保育運営における現状と課題 

現状 実施箇所：白井第二小を除いた各小学校 8小学校 11学童 

   運営主体：当該年度の利用者＝保護者会（任意団体）による運営 

        ⇒放課後児童健全育成事業の実施主体とされている市からの業務委託 

   運営業務内容；保育料徴収、入所の決定、職員の雇用・労務管理、運営費管理 等 

 

課題 ① 利用者＝就労している保護者自身が運営を行うことの負担感 

   ② 年度ごとに会長や役員が変わるため、運営が不安定 

   ③ 学童ごとに異なる運営基準（保育料・入所基準・開所時間・職員雇用規程 等） 

   ④ 専門的知識を持った常勤職員の不足や職員の高齢化 

   ⑤ 施設備品の整備における責任の所在が不明瞭  
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２．第三者委託の目的（メリット） 

（１）保護者負担の軽減 …課題① 

 利用者である保護者の実務的負担、自らが運営することへの心理的負担を軽減する。 

 

（２）安定的な運営・一定水準のサービスの確保 …課題②・④ 

  安定した経営基盤、高い専門性やノウハウを有する民間事業者に業務を委託するこ

とにより、職員の処遇改善と能力向上を図り、市全体の学童保育事業の質を一定水準

へ引き上げ、利用者の満足度を高める。また、委託により、行政は待機児童解消等の

政策的業務に注力することが可能になる。 

 

⇒より利用しやすい学童、「子育てを安心してできるまちづくり」の実現 
 

３．移行に向けての整理事項（全学童共通） 

（１）運営基準の統一 …課題③ 

 学童ごとに異なる保育料、入所基準、開所時間等について、市全体の基準として統一

を図り、さらに、本来は行政的権限である「保育料の徴収」と「入所の決定」という２

つの業務については、平成 29年度より市が実施する。 

 

（２）施設備品の整備における責任を市に一元化 …課題⑤ 

  市の購入品と保護者の購入品（もしくは寄附品）が混在している施設備品について、

現状把握・整理を行い、市の備品台帳システムに登録を行う。今後の備品整備につい

ては、責任の所在を一元化する。 

 

４．今後の主なスケジュール 

 平成 28年度 12月 平成 29年度分入所申込受付（予定） 

        1月～2 月  事業者公募 

        3月   第一次審査 

 平成 29年度 4月   第二次審査・事業者決定 

        5月～7 月 保護者会から事業者への引き継ぎ・調整 

              現職員の勤務継続の意向確認 

        8月～9 月 合同保育の実施 

        10月   業務委託開始 


